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This paper deals ttrith the lift and the pressure coefficients of a high■ifting circular
cylnder immersed in a uniforna flo郡′ The high lift郡〆as experilnenta■y generated on
the circular cylinder by tangential bloMring This techniquc is very useful to generate
a high lift on the cylinder through the flo都たcon rol or the circulation control around
it, On the other hand, both coefficients 、vere also theore ica■y calculated using a
potential theory under the“critical"condition ln this condition,it都′as attumed that
the floⅥ/between the lower surface of the cylinder and the fioor Of the test section■llas
blocked by the deflected main flow, which 覇ァas impinging on t e floor of the test
section after separating frOni the cylinder surface
The result of theoretical calculation suggests that the flo、v around the high■ifting
circular cylinder, especially under the “criticar' condi ion, may be theoretically
represented by considering only the“ci culation"around the cylinder and neglecting
the“source"on the trailing edge of the cylnder h/1oreover,it can be confirmed from
the comparison Of the experilnental results、vith calcu at d ones that the “critical"
condition is adequate to apply to the high■ifting cylinder setting near the solid Mra■
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Fig.2 Test s∝tiOn of wind tunnel






















































? ・吉野章男・林  農 :風洞実験における高揚力円柱の揚力係数及び圧力係数に関する一
ここで,揚力をL.空気の密度をρとし,クッタの





数 Cic l を計算すれば,式(9)で示されるように ,
Cic l=16.96となる.





























































を式 (16)に代入 して,式(1.7)を得る .
Cr2=16.96-0.276CF (17)
これより,はく離を考慮した場合,高揚力円柱の臨
界揚力係数 CIc 2は,曳 に比例して減少することがわ













































らn・(≒芳)一D47    99
4万
丘1ど嵩態Й筆履た:写0この場合の臨界圧力係


















? ・吉野章男・林  農 :風洞実験における高揚力円柱の揚力係数及び圧力係数に関する一
ここで,高揚力円柱における党 の代表値として,










































ng.6 Variaion ofとft coe flcient with bbwing mtenslty
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Fig.7 Pressure distribution mund cylnder
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8.8。である.この誘導迎え角の効果を補正した二次元
揚力係数は,16.51となり,臨界揚力係数とほは同じ
揚力係数となる。すなわち,揚力係数の実験値に及は
す誘導迎え角の補正の効果は,わずか2.7%程度であ
り,揚力係数については,実質的に実験値をそのまま
二次元揚力係数とみなしても,その誤差は非常に小さ
いことがわかる さらに,二次元揚力係数と3-1及
び3-2で求めたいずれの臨界揚力係数との差異は,
最大 2.4%|こすぎない このことから,図7において
誘導迎え角を考慮して得られた圧力分布形は,いずれ
の臨界揚力係数を与える圧力分布形とほとんど同じで
あろうと推察される
5-2 臨界圧力係数について
すでに述べたように,図7の圧力分本は,臨界状態
に達していると思われる場合の実験結果である この
場合,CI=16.06,θJ=120°であるので,誘導迎え
角は, αl= 8,8°となる
図7には誘導迎え角を考慮して,縦座標軸を誘導迎
え角分である 8.8°だけ平行移動させた場合の,二次
刃王力分布も示している 図7によれば,臨界圧力係
数 町cに相当する実験値 (二次元圧力分布におけるθ
=90°の値)は,峰c=-19,03である この値は,そ
れぞれの臨界圧力係数 にcl及び にc2の計算値,す
なわち 峰c4=~19`47(鏡=0),町c2=~19・32(吼=
0,2)及び にc2=-19.18(鏡=0.4)と,2.3%以内
の差異に収まっており,実験値と計算値は良く一致し
ていることがわかる.
6 まとめ
接線方向吹出しによる循環侑1御を伴う高揚力円柱に
ついて,円柱下面と風洞床面間の流れが粗止される条
件 (臨界条件)を適用することにより,臨界揚力係数
及び臨界圧力係数について理論的検討を行い.風洞実
験の結果と比散 ,検討を行った.
その結果を要約すると,次のようになる.
(1)臨界条件を仮定して計算した揚力係数及び圧力
係数は,実験結果と非常に良く一致しており,高揚力円
柱において,円柱下面と風洞床面間の流れが阻止され
るとした臨界条件の妥当性が示された.
(2)高揚力円柱まわりの流れの理論的な扱いは,特
に陥界条件の下では,"循環"のみを考慮すれ賦 実
質的には十分である
(3)臨界状態における高揚力円柱の揚力係数及び圧
力係数への中湧き出し・ の寄写は,非常に刈ヽさく,そ
れぞれについて高々0.5%及び 1.5%程度にすぎな
V .ヽ
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